
総合討論



議論のタネ

 大学と大型プロジェクトの関係
 大学からの参加はどうあるべきか
 もちろんいろんなスタイルがあるだろうが

 大型プロジェクト時代の人材育成
 大型プロジェクトで学生は育てられるのか
 学位取得以降のキャリアパス

 可視赤外装置開発の今後
 大型プロジェクトの進め方
 他のコミュニティとの関係
 企業との関係



キーワード

 装置開発の全体を俯瞰
 システムエンジニアリング
 設計、技術のプロに任せる
 科学要求、要求仕様
 性能評価、キャリブレーション方法
 教育、学生・教員のモチベーション
 コミュニティーの将来
 タイムスケールを意識する（学生教育と大プロジェクト）
 失敗を恐れない、教訓を前提とした教育と最先端とフィージビ
リティー優先の大プロジェクト

 独自性
 どのように学位につなげるのか



TMT観測装置（2010）



TMT観測装置（2016）



System Engineering 
Lifecycle



装置仕様のブレークダウン
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Level 2

Level 3



プロジェクトのフェーズ
INCOSE Systems Engineering Handbook v. 3
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